








































































































































































































































































































































































































































実質／ゲーム（％） 79．5 71．9 52．2 75．3
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　最後に時系列的に検討を加える。筆者は1990年以降の総選挙報道の内容分析をすでに行い、論文とし
て発表している（井田　2005、2007）。ただ、2005年選挙に関しては、公示日前の報道も分析しているが、
2003年選挙までは公示日後の内容分析しかしておらず、比較可能なデータは公示日から投票日前日の期
間に関してである。
　図7は公示後の選挙報道についてゲーム報道量を100とした実質報道の比率を時系列で示す。小選挙
区比例代表並立制が導入された後の1996年からゲーム報道に対する実質報道の比率は上昇しており、マ
ニフェスト選挙として特徴付けられる2003年選挙ではその比率はさらに上昇した。ところが、2005年総
選挙報道では、その比率は朝日、読売ともに低下した。これは劇場型選挙の展開により、注目選挙区を
中心に勝敗の行方により注目が集まった結果である。とはいえ、中選挙区制下の総選挙であった1990年
と93年の水準を上回っている。中選挙区制から小選挙区比例代表並立制への選挙制度改革は選挙報道に
おける実質報道の比率の増大という選挙報道の“改革”も帰結している。
図7ゲーム報道量を100とした実
　　質報道の比率（コラムセンチ）
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むすび
　1998年の自民党総裁選の際に、田中真紀子議員が小泉純一郎を「変人」と名付けたように、小泉は「永
田町の異端児」的存在であった。政治リーダーの心理学的分析を行っている林寛一は、小泉純一郎の特
徴を、「理論重視（まず、公理を投げかけて、そこから事態を検証するという理論志向）、変革志向（痛
みに耐えても変革を優先する態度）、政治の劇化（現代的パフォーマーであるがX－Japanが好きというよ
うに日本というナショナルなものをしっかり見据えたしたたかさ）」などが示され、「頑固で芯が強く、
反骨精神旺盛で、物・金・エゴの社会風潮を嫌い、徳・理念を重んずる政治家である」と述べる（林　2002：
46－7）。
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　2005年の解散・総選挙は小泉首相による「改革政治」の集大成であると同時に「劇場型政治jの集大
成でもあった。この解散は、従来の永田町の常識からみれば奇策とみられたが、国民からもいれば奇策
でも何でもなく、それが自民党圧勝をもたらした。ここでは、国民に政治情報を伝えるメディアはどの
ように報道していたのか、という関心から本研究を行った。
　本稿では、2005年総選挙における朝日・読売2紙の選挙報道について考察を加えた。得られた結果を
整理する。
　（1）選挙報道の記事数については、公示前と公示後とで、さほど大きな変化はないがコラムセンチ量
　　は公示後は増加している。
　（2）解散については、読売が否定的、朝日はやや肯定的な論調であり、食い違いを見せた。
　（3）キーワード数検索によると、今回の選挙報道は小泉ペースに乗せられていたといえる。
　（4）ゲーム報道と実質報道とのバランスに関しては、2003年総選挙と比較すると、ゲーム報道の比率
　　が上昇した。
　結論を述べると、2005年の衆議院解散・総選挙において、朝日・読売という大新聞の報道は、1」・泉ペ
ースに乗った、あるいは、乗せられたといえる。造反対刺客という前代未聞の話題性は、小泉劇場型政
治の集大成であり、選挙をも劇場化し、ゲーム報道の比重を高め、民主党が望むマニフェスト選挙の流
れは後退したといえる。争点報道に関しても、もともと国民の注目度が低かった郵政民営化を多く取り
上げ、結果的に小泉首相の議題設定をサポートしたかたちになった。その背景には、メディアが構造改
革派に位置していることがあると考えるが、その実証的考察は機を改めたい。
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